
 

図 5 勤務先の従業員が仕事をする場所で、今後利用の拡大が見込まれる場所(複数回答) 
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図 6 在宅勤務制度・システム導入における課題(複数回答)  

※テレワーク/在宅勤務制度導入済みあるいは導入希望者ベース 
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図 7 ワークスタイル改革のプラス効果(複数回答) 
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